
2017 年

12 月新教出版社 出版通信
〒 162-0814 東京都新宿区新小川町 9-1　Tel: 03-3260-6148  Fax: 03-3260-6198

ホームページ：http://www.shinkyo-pb.com

第
二
コ
リ
ン
ト
書　
8
―
9
章

佐
竹 

明 

著 

（
広
島
大
学
・
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
名
誉
教
授
）�

【
現
代
新
約
注
解
全
書
】

佐
竹
明
氏
の
第
二
コ
リ
ン
ト
注
解
、
刊
行
開
始
！�

◆
Ａ
５
判
・
上
製
・
３
９
０
頁
・
本
体
７
０
０
０
円

世
界
最
高
水
準
の
第
二
コ
リ
ン
ト
書
注
解
の
刊
行
が
い
よ
い
よ
始
ま
る
。

第
一
回
配
本
の
8
―
9
章
は
、
パ
ウ
ロ
が
献
金
問
題
を
詳
し
く
論
じ
た
重
要
な
部
分
。

次
回
配
本
は
10
―
13
章
で
来
年
刊
行
予
定
。
第
三
回
は
1
―
7
章
で
数
年
後
と
な
る
見
通
し
。

●
佐
竹
明
氏
の
既
刊
書

ピ
リ
ピ
人
へ
の
手
紙�

◆
Ａ
５
判
・
上
製
・
３
０
２
頁
・
本
体
４
８
０
０
円

ガ
ラ
テ
ア
人
へ
の
手
紙�

◆
Ａ
５
判
・
上
製
・
６
１
７
頁
・
本
体
６
６
０
０
円

ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録 

上
巻　
序　

説�

◆
Ａ
５
判
・
上
製
・
２
６
０
頁
・
本
体
４
８
０
０
円

ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録 

中
巻　
1
―
11
章�

◆
Ａ
５
判
・
上
製
・
４
７
５
頁
・
本
体
８
５
０
０
円

ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録 

下
巻　
12
―
22
章�

◆
Ａ
５
判
・
上
製
・
４
８
４
頁
・
本
体
８
５
０
０
円

使
徒
パ
ウ
ロ　
伝
道
に
か
け
た
生
涯  

新
版�

◆
四
六
判
・
並
製
・
２
７
３
頁
・
本
体
２
５
０
０
円

新
約
聖
書
の
諸
問
題　
《
オ
ン
デ
マ
ン
ド
ブ
ッ
ク
》�
◆
四
六
判
・
並
製
・
３
３
４
頁
・
本
体
３
９
０
０
円

11
月
15
日
発
売



11 月の新刊

11 月22 日発売

い
の
ち
の
水

ト
ム
・ハ
ー
パ
ー
作
／
中
村
吉
基
訳
／
望
月
麻
生
絵

誰
で
も
自
由
に
飲
め
た
の
に
、
な
ぜ
？

昔
々
、
い
の
ち
の
水
の
湧
き
出
る
泉
が
あ
っ
た
。
し
か
し
泉
に
感
謝
す
る
た
め
に

建
て
た
は
ず
の
記
念
碑
は
次
第
に
大
げ
さ
な
礼
拝
堂
と
な
り
、
つい
に
は
泉
が
ど

こ
に
あ
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
って
し
ま
っ
た
…
…
。

聖
な
る
も
の
を
囲
い
込
も
う
と
す
る
宗
教
の
閉
鎖
性
を
痛
烈
に
批
判
し
た
寓
話

を
、
達
意
の
訳
文
と
美
し
い
消
し
ゴ
ム
版
画
に
よ
っ
て
贈
る
。

�
◆
Ｂ
６
判
・
56
頁
・
本
体
１
５
０
０
円

11
月
13
日
発
売

● 11 月の新刊

作
者　

ト
ム
・
ハ
ー
パ
ー
（Tom

 H
arpur

）

１
９
２
９
～
２
０
１
７
年
。
カ
ナ
ダ
の
神
学
者
、

聖
公
会
司
祭
。
ト
ロ
ン
ト
大
学
で
新
約
聖
書
学
な

ど
を
講
じ
た
。
ま
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
も
活
躍
し

た
。
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
革
新
的
な
解
釈
で
話

題
を
呼
ん
だ
。

現代に生きる教会
対話・共生・平和
森野善右衛門著
� （もりの・ぜんえもん氏は日本基督教団隠退教師）

実践神学者としてまた牧師として、現代に生きる教会のあり
方を模索し続けてきた著者の、教会の本質論から実践的な問
題提起にわたる近年の論考を集成。� ◆B6判・本体 1500 円



11 月以降の出版予定から

● 10 月に出た本と雑誌

戦
後
70
年
の
神
学
と
教
会

新
教
コ
イ
ノ
ー
ニ
ア
35

新
教
出
版
社
編
集
部
編

『
福
音
と
世
界
』の
連
続
特
集
を
一
冊
に
ま

と
め
た
。
戦
後
の
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
界

が
歩
ん
で
き
た
道
の
り
を
部
門
別
に
振
り

返
り
、
今
後
の
課
題
を
検
討
す
る
。
全
17

論
考
。�

◆
Ａ
５
判
・
本
体
１
５
０
０
円

ギ
レ
ア
ド

マ
リ
リ
ン
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
著
／
宇
野
元
訳

２
０
０
５
年
ピ
ュ
ー
リ
ツ
ァ
ー
賞
お
よ
び

全
米
批
評
家
賞
受
賞
小
説
。
自
ら
の
死
期

を
意
識
し
た
老
牧
師
が
幼
い
息
子
に
手
紙

を
綴
る
。
南
北
戦
争
以
来
三
代
に
わ
た
る

牧
師
父
子
の
信
仰
の
屈
曲
。
忍
び
寄
る
時

代
の
変
化
と
隣
人
た
ち
の
人
生
。�

◆
四
六
判
・
本
体
３
０
０
０
円

福
音
と
世
界

�

◆
税
込
６
３
５
円

11
月
号
　
特
集   

ユ
ダ
ヤ
教
の
い
ま

寄
稿
者
：
早
尾
貴
紀
、
赤
尾
光
春
、
山
森
み
か
、
手
島
勲
矢
、
編
集
部

／
マ
ル
ゴ
ッ
ト
・
ケ
ー
ス
マ
ン
、
山
本
巍
、
中
村
う
さ
ぎ
／
高
井
ヘ

ラ
ー
由
紀
、
森
達
也
、
芦
名
定
道
、
内
田
樹
、
辻
学
ほ
か

一
色
哲
著

南
島
キ
リ
ス
ト
教
史
入
門
（
仮
題
）

琉
球
王
国
の
最
大
版
図
と
ほ
ぼ
重
な
る
「
南
島
」
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
日
本
の
キ
リ
ス

ト
教
に
従
属
し
な
い
独
自
の
深
さ
と
広
が
り
を
持
つ
。
な
ぜ
南
島
に
は
多
く
の
教
会
が

建
て
ら
れ
、
現
在
で
も
多
く
の
人
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
の
か
。
そ
の
歴
史
を
丹
念
な

調
査
と
重
層
的
な
視
点
か
ら
追
究
し
た
労
作
。�

◆
四
六
変
判
・
予
価
２
３
０
０
円

ヨ
ア
ヒ
ム
・
エ
レ
ミ
ア
ス
著
／
南
條
俊
一
訳

イ
エ
ス
の
譬
え
話
の
再
発
見
（
仮
題
）

譬
え
話
を
イ
エ
ス
が
語
っ
た
一
番
元
の
形
に
立
ち
返
ら
せ
、
イ
エ
ス
自
身
が
譬
え

話
で
何
を
伝
え
た
か
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
べ
く
パ
レ
ス
チ
ナ
の
環
境
の
中
で

解
釈
し
よ
う
と
努
め
た
金
字
塔
的
名
著
『
イ
エ
ス
の
譬
え
話
』。
同
書
を
よ
り
分

か
り
や
す
く
英
語
圏
に
紹
介
し
た
い
と
の
著
者
の
願
い
か
ら
生
ま
れ
た
英
語
版
を

底
本
と
す
る
。�

◆
四
六
判
・
予
価
３
５
０
０
円

磯
部
隆
著

ロ
ー
マ
帝
国
の
た
そ
が
れ
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス

帝
国
末
期
の
時
代
状
況
と
神
学
的
巨
人
の
思
想
的
生
涯
と
を
並
行
し
て
た
ど
り
、

両
者
の
相
互
関
係
を
歴
史
小
説
風
に
ま
と
め
あ
げ
た
異
色
作
。
著
者
は
名
古
屋
大

学
法
学
部
で
政
治
思
想
を
講
じ
、
現
在
は
同
大
学
名
誉
教
授
。

�

◆
四
六
判
・
予
価
３
０
０
０
円



編集部から

福
音
と
世
界

Ａ
５
判
・
80
頁･

定
価
６
３
５
円･

送
料
70
円

年
間
予
約
購
読
料   

（
送
料
共
）
８
４
６
０
円

２０17年

12

■
尹
東
柱
生
誕
一
〇
〇
年
を
覚
え
て 

詩
人
尹
東
柱
と
私
の
「
祈
り
」�

…
…
…
…
梁　

賢
惠

尹
東
柱
生
誕
一
〇
〇
年
に
よ
せ
て�

…
…
…
香
山
洋
人

【
連
載
よ
り
】

◆
福
音
の
地
下
水
脈 

2�

…
…
…
…
…
…
…
中
村
う
さ
ぎ

◆
は
じ
め
て
の
台
湾
キ
リ
ス
ト
教
史 

9�

…
高
井
ヘ
ラ
ー
由
紀

◆
み
こ
と
ば
散
歩 

12�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
望
月
麻
生

◆
現
代
神
学
の
冒
険 

15�

…
…
…
…
…
…
…
…
芦
名
定
道

◆
新
約
釈
義　

第
一
テ
モ
テ
書 

22�

…
…
…
…
辻　
　

学

◆
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
時
間
論 

33�

…
…
…
…
…
…
…
内
田　

樹

◆
こ
と
ば
の
履
歴
書 

45�

…
…
…
…
…
…
…
…
佐
藤　

優

◆
詩
篇
の
思
想
と
信
仰 

150�

…
…
…
…
…
…
…
月
本
昭
男

特
集
：
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
・

　
　
　
キ
リ
ス
ト
教

ピ
ー
プ
ル
の
い
な
い
と
こ
ろ
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
　

　
あ
り
？�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

酒
井
隆
史

教
会
の
課
題
と
し
て
の
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」　
　
　

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

ゾ
ン
タ
ー
ク
・
ミ
ラ

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
宗
教
　
　

　�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

原
田
健
二
朗

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
ア
メ
リ
カ
の
教
会�　
　
　
　  

吉
松
　
純

近
代
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
社
会
原
理
の
「
終
わ
り
の

始
ま
り
」
？�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

水
島
治
郎

●
6
年
前
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
訪
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
日
本
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
両
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
の
共
同
企
画
に
よ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に

よ
る
土
地
収
奪
へ
の
抵
抗
の
意
味
を
込
め
て

現
地
の
オ
リ
ー
ブ
農
場
の
収
穫
を
と
も
に
お

こ
な
う
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
の
で
す
。
ベ
ツ

レ
ヘ
ム
近
郊
を
拠
点
に
各
地
の
農
場
を
め
ぐ

る
10
日
あ
ま
り
の
旅
で
し
た
が
、
そ
の
合
間

に
は
、
イ
エ
ス
が
生
ま
れ
た
場
所
に
建
つ
と

さ
れ
る
生
誕
教
会
な
ど
の
史
跡
を
回
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
数

カ
月
後
、
あ
る
事
件
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

生
誕
教
会
は
複
数
の
教
派
で
共
同
管
理
さ
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
年
末
の
大
掃
除
の
さ
い

に
脚
立
の
置
き
場
所
で
揉
め
、
ギ
リ
シ
ャ
正

教
と
ア
ル
メ
ニ
ア
教
会
の
司
祭
ら
約
１
０
０

名
が
ホ
ウ
キ
で
乱
闘
に
な
っ
た
と
い
う
の
で

す
。
言
葉
に
す
る
と
ま
ぬ
け
な
事
件
で
す
が
、

こ
ん
な
こ
と
で
は
キ
リ
ス
ト
教
は
パ
レ
ス
チ

ナ
和
平
の
足
を
引
っ
張
る
ば
か
り
な
の
で
は

と
暗
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

●
さ
て
、
今
月
の
新
刊
『
い
の
ち
の
水
』
は
、

す
べ
て
の
人
に
ひ
と
し
く
水
を
分
け
あ
た

え
る
は
ず
の
泉
が
、
一
部
の
力
あ
る
者
に
よ

っ
て
じ
ょ
じ
ょ
に
占
有
さ
れ
て
い
く
さ
ま
を

寓
話
的
に
描
い
た
お
と
な
向
け
の
絵
本
で
す
。

私
は
一
読
し
て
思
わ
ず
上
の
事
件
を
彷
彿
と

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
読
み
方
が
で
き
る
一
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

消
し
ゴ
ム
版
画
に
よ
る
美
し
い
挿
絵
を
ひ
と

り
で
楽
し
む
の
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
物
語
か

ら
ど
ん
な
印
象
を
受
け
る
の
か
、
秋
の
夜
長

に
誰
か
と
話
し
合
っ
て
み
る
の
も
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。（
堀
）

●
10
月
の
新
刊
『
ギ
レ
ア
ド
』
は
小
社
に
と

っ
て
不
慣
れ
な
文
芸
作
品
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
お
そ
る
お
そ
る
出
し
ま
し
た
。
著
者
は

ア
メ
リ
カ
で
こ
そ
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す

が
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
無
名
の
作
家
。
作
品

そ
の
も
の
も
、
事
件
ら
し
い
事
件
の
起
こ
ら

な
い
極
め
て
地
味
な
内
容
で
す
。
果
た
し
て

読
者
の
反
応
や
い
か
に
…
…
と
危
ぶ
ん
で
い

た
と
こ
ろ
、
最
初
の
愛
読
者
カ
ー
ド
が
届
き

ま
し
た
。

「
こ
の
本
が
翻
訳
さ
れ
る
の
を
10
数
年
待
っ
て

い
ま
し
た
！　

よ
う
や
く
と
い
う
か
つ
い
に

日
本
の
方
々
に
こ
の
本
を
紹
介
で
き
る
感
激

に
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。
魂
の
奥
深
く
を

揺
さ
ぶ
ら
れ
る
本
で
す
。
こ
の
本
を
初
め
て

読
ん
だ
時
、
父
か
ら
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た

思
い
で
涙
し
ま
し
た
。
感
謝
！
」

こ
ん
な
感
想
を
読
む
と
、
出
し
て
良
か
っ
た

と
し
み
じ
み
思
う
も
の
で
す
。（
小
林
）


